




  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ４月１７日 キリストの証人として ルカ２４・４４～５３                       
１．イエス様は１１人の使徒と仲間たちに言われました。「わたしがまだあなたがたといっしょにいたころ話した

のは、わたしについてモーセの律法と預言書と詩編とに書いてあることは必ず成就するということでした」 
２．イエス様は、使徒と仲間たちの心を開いてくださいました。それは彼らが聖書を理解できるためでした。 
３．聖書にはこう書いてあります。「キリストは苦しみを受け、三日目に死人の中からよみがえり、その名によっ

て罪の赦（ゆる）しを得させる悔い改めが、エルサレムから始まってあらゆる国の人々に宣べ伝えられる。」 
４．「あなたがたはこれらのことの証人です」イエス様はそう宣言し、更に聖霊を送る約束をしてくださいました。 
５．イエス様は使徒と仲間たちを祝福されながら、彼らから離れ、天にお昇りになられました。 
６．使徒と仲間たちは喜んでエルサレムに行き、いつも宮にいて神様をほめたたえていたのでした。 

 
※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ４月２４日 キリスト再臨の約束 （使徒１・９～１１）                         
１．よみがえられたイエス様に会い、みんなの心は驚きと喜びで興奮した事でしょう。 
２．弟子たちは「イスラエルの王様になられるんですか？今度こそ私たちも頑張りますよ。」でもイエス様が繰り

返しおっしゃるのは「あなたがたは間もなく聖霊によって、バプテスマを授けられるであろう」とかでした。 
３．イエス様は弟子たちの見ている前で体が宙に浮き、どんどん天に上がっていきました！ 
４．弟子たちはポカーンと口を開いて空を見上げたまま、立ち尽くしてしまった事でしょう。 
５．二人の御使いが現われ、「なぜ天を仰いで立っているのか…イエスは…またおいでになるであろう。」と告げま

した。 
６．イエス様が来られるまでの間、心は上に向けながら、目は前を向いて今日も歩くんですよ！ 

 
※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ５月１日 聖霊待望の祈り （使徒１・12～14）                     
１．イエス様がよみがえられたイースターの日から 40 日たった５月５日が昇天日です。 
２．イエス様は「上から力を授けられるまでは、あなたがたは都にとどまっていなさい。」と命じられたのです。 
３．人たちが集められ祈り始めたのです。 
４．集まっている人たちも、お互いの罪をお詫びし合って、皆の心がどんどん一つになって行きました。 
５．五旬節の日、約束の聖霊が一緒に集まっている一人一人の上にとどまり、一同が聖霊に満たされたのです。 
６．I さんのお話し。 

 
※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 

 











  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ６月５日 天を見上げる生涯 使徒７・５４～６０                     
１．神の働き人ステパノは、議会に捕えられて行き、大祭司の前で神様のお言葉を語りました。 
２．しかし、人々はステパノの語る神の言葉を受け入れず、ステパノに向かって怒り、歯ぎしりしました。 
３．でも、ステパノは聖霊に満たされていました。皆が騒ぐ中、ステパノだけは天を見上げます。 
４．ステパノの目には、はっきりと見えていたのです。天が開け、神の栄光が輝き、神の右にイエス様が立ってお

られるのが。そうです。イエス様は、ご自分のために苦しみを受けるステパノとともにおられるのです。 
５．しかし、ステパノがそれを口にすると、人々は大声で叫び、ステパノを町の外へ追い出しました。そして、つ

いに人々は、ステパノを石で打ちたたいて殺しました。 
６．石を投げつけられながら、冒涜されながら、ステパノはただ主を呼びました。「主イエスよ。私の霊をお受け

下さい。―主よ。この罪を彼らに負わせないでください。」 

 
※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 
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  ６月１２日 キリストの香りとして （Ⅱコリント 2・12～17）                     
１．「花の日」「こどもの日」は、アメリカのある町の教会から始まった記念日です。 
２．ローマの将軍と兵士が戦いから勝利して帰ってくると、人々は道に香をたいて神々に感謝をささげました。 
３．信じて救われる人と、受け入れないで滅びに向かう人の二つに別れてしまうことは、とっても辛（つら）くて

耐えがたいことだとパウロは言いました。 
４．テリー・ヘイファーという気が短くて、すぐ手を出す少年がいました。彼は教会のバイブルキャンプに参加し、

イエス様を信じました。 
５．不良仲間が決闘を申し込みましたが、テリーは手を出しませんでした。不良少年が「クリスチャンにどうした

らなれるか、教えてほしい」とやってきました。 
６．私たちもイエス様のように愛に生きるとき、キリストの香りが周りの人々に届けられます。 

 
※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 

 






